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ニュース

　当ＪＡは、長期ビジョン３カ年プラス２
カ年計画に掲げる重点取り組み事項の一つ
「営農指導体制の強化と営農相談機能の充
実」に向け、ＪＡファーム佐久店にタブ
レット端末を導入しました。
　ＪＡ職員が端末を操作し、病害虫の診断
から登録農薬の情報、栽培技術、加工・販
売のノウハウまで、様々な角度から農業に
関する情報を提供します。
※関連記事を7ページに掲載

■ＪＡファーム佐久店  TEL 0267ー66ー3300

タブレット端末を活用して
営農相談機能充実へ   

発行/佐久浅間農業協同組合　
編集/ＪＡ佐久浅間広報編集委員会
発行日/令和3年2月10日
〒385−8585 佐久市猿久保882
電話/0267−68−1112（代表）
http://www.ja-sakuasama.iijan.or.jp/
印刷/臼田活版株式会社

■表紙写真
　ＪＡ佐久浅間フォトコンテスト入賞作品 
　題名 「越冬白菜」
　伊藤 ゆみ子さん（軽井沢町）
　撮影場所・軽井沢町

ＪＡファーム佐久店に導入した
タブレット端末

店内で取り扱う商品をはじめ、
様々な農薬の情報を入手できる
と好評です。

「ランチタイム」佐久穂町 井出 昭重郎さん

「夕刻の光景」　小諸市　渡辺 鉞三さん

「フィナーレ」 佐久穂町 佐々木 浩さん

明るく爽やかな日差しの下、家族が集いお昼の時間で
しょうか。コンテストのテーマに沿った内容で、佐久
地域の生活感が漂っています。

ポピーと棚田を前景に夕暮れの光景をダイナミックに
捉えています。周辺の人家にまだ灯が入らず、それが
静けさを盛り上げてシンプルに生活の営みを伝えてい
ます。

「宙からの使者」　佐久市　奥原 静男さん
霧に抱かれた見事なカラマツの樹林です。朝の光とほ
んのりした空の青色が心地良い情感にあふれ、人物を
一人だけ入れ込んだことで心象的作品となりました。

見事な秋の夕暮れです。画面全体を覆い尽くした光芒
が自然の輝きを伝え、力強く躍動感あふれる作品です。

当ＪＡは昨年 12 月 21 日、本所で第 21 回フォトコンテスト審査会を開きました。「魅力ある佐久
浅間の農と暮らし」をテーマに募集。467 点の応募作品から入賞 34 点が決定しました。  　　　

講評／ＪＡ佐久浅間フォトコンテスト審査委員会

「なかよし」
佐久市  三石 敏郎さん
柔らかい日差しの中で３人の少女
が絶好のタイミングで捉えられて
います。手足の形と風によって髪
の毛には動感があり、３人のバラ
ンスと中望遠と絞りの絶妙な効果
による周辺の柔らかな描写など、
詩情あふれる画面を描写し、命の
輝きを伝えているようで心地良い
作品です。

第 21 回ＪＡ佐久浅間フォトコンテスト入賞作品

組
合
長
賞

優
秀
賞

特 集
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「美しい日本の農風景」
軽井沢町　深町 基さん

「収穫を急ぐ」
小諸市　山口 光子さん「鳥追いまつりの日」

軽井沢町　太田 芙美子さん
「霧景眺望」

軽井沢町　石田 勝利さん
「歪んだ予感」

佐久市　井出 操さん 午後の日差しが浅間山を浮かび上がら
せ、潤いに満ちた画面を作り出してい
ます。小さく取り入れた人物が自然の
雄大さを描き出しています。

光芒が広がる絶好のタイミングで農作
業の家族を写し出しました。躍動する
自然と人間の融合が味わい深く感じら
れます。

正月の子供たちの賑わいが記録され
ました。コロナ禍の中、数少ない祭
りの作品で作者の努力を感じさせま
す。

霧という自然現象に出合うタイミング
も作品作りの基本の一つでしょう。霧
の下に生活感が垣間見え、深みのある
表現となりました。

見事な自然現象を捉えた作者の撮影意
図が伝わります。単なる造形作品では
なく、雲の周囲の状況を暗めにするこ
とで光の効果を強調しました。

第 21 回ＪＡ佐久浅間フォトコンテスト入賞作品

「山に向いて」
小諸市　倉本 妙子さん

「わたしにまかせて」
小諸市　大根原 孝さん

「棚田の印象」
御代田町　小林 芳夫さん

「宇宙への台地」
軽井沢町　今村 舜匡さん

「晩秋の開拓地」
小諸市　山口 敬一さん

「越冬白菜」
軽井沢町　伊藤 ゆみ子さん

「せーの！」
小諸市　山浦 郁子さん

「輝く時」
小諸市　藤巻 多恵さん

「初霜」
軽井沢町　吉川 廣子さん

「菜の花畑にさそわれて」
佐久市　佐々木 永二さん

「晩秋」
佐久市　小林 みどりさん

「どんどやき」
小諸市　市川 絆さん

「素敵なダブルベッド」
小諸市　市川 正江さん

「霧氷の華」
小諸市　望月 佐市さん

「あぜ道のノカンゾウ」
佐久市　丸山 小枝子さん

「秋のトリオ」
佐久市　神津 周治さん

「浅間を映す」
佐久市　小平 靖子さん

「朝もやの女神湖」
佐久市　反町 誠さん

「紅葉散る」
佐久市　水石 要一さん

「夕日に染まって」
佐久穂町　有井 寿美男さん

「夜明けの作業」
軽井沢町　土屋 芳孝さん

「秋の化粧」
立科町　小林 秀樹さん

「陽さして」
佐久穂町　井出 利松さん

「我が家の焼き芋会」
佐久市　羽毛田 牧夫さん

特
別
賞

入

　選

佳

　作
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水
稲
生
産
者
ら
に
新
商
品
を
Ｐ
Ｒ

メーカー担当者と情報交換する生産者

ＪＡ担当者から最新機種の説明を聞く参加者

　

当
Ｊ
Ａ
は
12
月
18
日
、
望

月
店
で
水
稲
生
産
者
ら
を

対
象
に
し
ら
か
ば
地
区
農

業
機
械
・
肥
料
・
農
薬
説
明

会
を
開
き
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
肥
料
・
農
薬
メ
ー
カ
ー
な
ど

19
社
の
ほ
か
、
農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー

と
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
が
ブ
ー
ス
を
設
け
、
労

力
軽
減
や
作
業
時
間
短
縮
に
向
け
た
最
新

の
機
械
や
資
材
な
ど
を
紹
介
。
参
加
者
は

各
ブ
ー
ス
を
回
り
、
メ
ー
カ
ー
担
当
者
に

商
品
の
使
用
方
法
や
特
徴
な
ど
を
確
認

し
、
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
最
新
の
資
材
の
特
徴
な
ど

を
メ
ー
カ
ー
か
ら
聞
い
て
、
来
年
の
栽
培

に
役
立
つ
の
で
と
て
も
有
意
義
な
時
間
に

な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
担
当
者

は
「
生
産
者
に
最
新
資
材
の
情
報
を
提
供

し
、
有
効
に
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

労
力
軽
減
や
農
作
物
の
品
質
向
上
に
つ
な

げ
た
い
」
と
期
待
を
込
め
ま
す
。

　

今
後
も
生
産
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
低

コ
ス
ト
で
安
全
な
農
機
資
材
の
普
及
に
取

り
組
み
、
農
業
所
得
の
増
大
と
地
域
農
業

の
振
興
に
つ
な
げ
る
方
針
で
す
。

し
ら
か
ば
地
区
農
機
・
肥
料
・
農
薬
説
明
会

来
年
度
の
野
菜
栽
培
に
向
け
て

三
岡
野
菜
部
会
栽
培
講
習
会
・
販
売
反
省
会

　

当
Ｊ
Ａ
三
岡
野
菜
部
会
は
12
月
25
日
、
三
岡
店
で
栽
培

講
習
会
・
販
売
反
省
会
を
開
き
ま
し
た
。
部
会
員
や
Ｊ
Ａ

関
係
者
な
ど
39
人
が
出
席
。
令
和
２
年
度
の
販
売
実
績
を

振
り
返
る
と
と
も
に
、
来
年
度
に
向
け
た
栽
培
講
習
会
を

行
い
、
高
品
質
な
野
菜
の
栽
培
に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

同
部
会
の
今
年
度
販
売
額
は
前
年
比
92
％
の
４
億
５
５
０
０

万
円
で
し
た
。
次
年
度
へ
の
対
策
と
し
て
、
適
正
な
品
種

選
定
や
土
づ
く
り
の
強
化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

高
橋
正
広
部
会
長
は
「
今
年
の
反
省
を
生
か
し
、
部
会

員
で
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
来
年
度
も
高
品
質
な
野

菜
を
栽
培
し
よ
う
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

長
野
県
や
Ｊ
Ａ
長
野
中
央
会
ら
が
主
催
す
る
県

キ
ャ
ベ
ツ
品
質
向
上
共
進
会
表
彰
式
が
１
月
25
日
、

佐
久
市
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

共
進
会
は
県
基
幹
品
目
の
生
産
安
定
や
品
質
向
上

を
図
る
と
と
も
に
農
家
の
経
営
安
定
を
目
的
と
し
、

今
年
度
は
キ
ャ
ベ
ツ
で
開
催
。
生
育
状
況
や
管
理
技

術
、
収
量
な
ど
の
項
目
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

最
高
位
の
農
林
水
産
大
臣
賞
は
、
軽
井
沢
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
の
技
術
向
上
の
取
り
組
み
、
機
械
導
入
に

よ
る
省
力
・
効
率
化
な
ど
が
高
い
評
価
を
得
た
、
軽

井
沢
町
の
中
里
晃
さ
ん
が
受
賞
。
ま
た
、
管
内
で
は

佐
久
市
の
小
松
勝
也
さ
ん
と
小
松
久
美
子
さ
ん
が
県

知
事
賞
、
御
代
田
町
の
古
越
大
貴
さ
ん
が
県
農
協
中

央
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

中
里
晃
さ
ん
が
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

長
野
県
キ
ャ
ベ
ツ
品
質
向
上
共
進
会
表
彰
式

39
人
が
出
席
し
た
会
議
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　 女 性 会 「 母 の
味」は、昨年12月
25日から人気商品
「いちご大福」に
新バージョンを加
えて販売を始めま
した（写真）。
　LLサイズのイチ
ゴを生地からはみ出させることで存在をアピール。イ
ンターネット交流サイト（ＳＮＳ）など、写真映えす
る見た目が特徴です。価格は１つ200円で「あぐりの
湯こもろ」直売所で販売。大林恵会長は「素材にこだ
わった味とともに華やかな色合いを楽しんでもらいた
い」と話しています。

インスタ映え「いちご大福」登場
─ 女性会母の味 ─

　当ＪＡでは、若年
層にＪＡの金融事業
を認知してもらい、
ＪＡ事業の利用率向
上と選ばれるＪＡを
目指して、金融次世
代プロジェクトを昨
年8月に立ち上げて活動しています（写真）。
　プロジェクトチームは、8広域支所の20代から30
代の職員8人を選抜し構成。若年層への認知度向上を
図るために、キャンペーンやＳＮＳを利用した情報発
信、ＪＡオリジナルキャラクターの考案など、新たな
アイデアを出し合い方策を検討し事業につなげる方針
です。

　1月21日、当Ｊ
Ａと佐久ケーブル
テレビで共同制作
している番組「Ｊ
Ａ佐久浅間プラス
ワン」の1月下旬
放送予定の収録を
行いました。
　日常に役立つ情報などを提供する約5分間の番組
で、ＪＡやＪＡ女性会の魅力をＰＲしながら、ＪＡの
ファンづくりにつなげます。今回は、野沢店で女性会
会員の上原悦子さんを講師に佐久ケーブルテレビの大
峡恵理子アナウンサーが、地元産の食材を使い恵方巻
作りに挑戦しました（写真）。

若年層から選ばれるＪＡを目指して
─ 金融次世代プロジェクト ─

ＪＡの魅力を発信
─ ＪＡ佐久浅間プラスワン ─

最
新
情
報
を
活
用
し
て
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
始
め
ま
し
た

Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
佐
久
店
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入

公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
開
設

　

営
農
相
談
機
能
の
充
実
と
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
佐
久
店
は
１

月
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

農
山
漁
村
文
化
協
会
の
検
索
シ
ス
テ
ム
「
ル
ー
ラ

ル
電
子
図
書
館
」
が
活
用
で
き
、
常
に
農
薬
な
ど
の

最
新
情
報
の
提
供
が
可
能
。
操
作
も
簡
単
で
「
農
薬

検
索
」
な
ど
の
各
項
目
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
、
適
用
農

薬
や
希
釈
倍
率
、
使
用
量
な
ど
欲
し
い
情
報
を
素
早

く
検
索
で
き
ま
す
。

　

同
店
で
営
農
相
談
業
務
を
担
当
す
る
大
塚
調
査
役

は
「
端
末
の
画
面
で
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
見
な

が
ら
説
明
し
た
方
が
よ
り
分
か
り
や
す
く
理
解
が
深

ま
る
。
最
新
情
報
を
活
用
し
て
利
用
促
進
を
図
り
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
は
「
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を
１
月
中
旬
に
開
設
し
ま
し
た
。
生
産

者
や
Ｊ
Ａ
の
取
り
組
み
、
Ｊ
Ａ
女
性
会
活
動
な
ど
を
動

画
で
発
信
し
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
は
、
佐
久
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
共
同
制
作
し
て

い
る
番
組
「
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
プ
ラ
ス
ワ
ン
」
を
配
信
。

番
組
は
、
地
元
食
材
を
使
っ
た
料
理
の
紹
介
、
管
内
で

活
躍
す
る
生
産
者
、
Ｊ
Ａ
職
員
が
安
全
・
安
心
な
旬
の

農
産
物
を
紹
介
す
る
な
ど
、
食
と
農
業
を
中
心
と
し
た

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
担
当
者
は
「
動
画
を
配
信
す
る
こ
と
で
、
幅
広

い
世
代
に
農
業
の
魅
力
や
地
元
食
材
の
消
費
拡
大
、
Ｊ

Ａ
女
性
会
会
員
の
新
規
加
入
に
つ
な
げ
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
す
る
職
員

農
水
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
中
里
さ
ん

（
中
央
）

動
画
の
サ
ム
ネ
イ
ル



今月のテーマ

共通のテーマで皆さんの声をお届けします

みんなの広場

V o i c eボイス

い
き
い
き

健
康
相
談
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健
康
科
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　福
田 

千
晶

　

地
域
に
も
よ
り
ま
す
が
、
ス
ギ
花
粉
が
多

く
飛
散
す
る
の
は
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
か

ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
こ
ろ
の
期
間
。
春

の
日
差
し
を
楽
し
め
る
時
期
な
の
に
、
花
粉

症
で
う
っ
と
う
し
い
日
々
を
過
ご
す
人
も
多

い
は
ず
。

　

花
粉
症
で
毎
年
と
て
も
不
快
な
思
い
を
す

る
人
は
、
今
年
も
ま
ず
は
薬
で
対
処
す
る
は

ず
で
す
。
自
動
車
の
運
転
、
危
険
を
伴
う
作

業
、
高
い
所
で
の
作
業
が
あ
る
人
は
、
眠
く

な
り
や
す
い
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
剤
の
内
服
は
危

険
で
す
。
医
師
や
薬
剤
師
に
、
仕
事
や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
も
話
し
て
、
適
し
た
薬
を
選
ん

で
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
薬
で
の
治
療
は
、
症

状
が
ひ
ど
く
な
っ
て
か
ら
始
め
る
よ
り
、
早

め
に
開
始
し
た
方
が
効
果
的
で
す
。
特
に
抗

ア
レ
ル
ギ
ー
薬
は
、
内
服
し
始
め
て
か
ら
効

果
が
出
る
の
に
1
〜
2
週
間
か
か
り
ま
す
。

地
域
に
よ
り
ま
す
が
、
ス
ギ
花
粉
が
飛
び

始
め
る
の
が
2
月
中
旬
で
す
か
ら
、
1
月
末

か
2
月
初
め
こ
ろ
に
は
内
服
し
始
め
る
と
良

い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
花
粉
症
シ
ー
ズ
ン
に

な
り
、
出
現
す
る
症
状
に
応
じ
て
他
の
内
服

薬
、
点
眼
薬
、
点
鼻
薬
な
ど
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
症
状
を
抑
え
ま
し
ょ
う
。

　

花
粉
症
で
大
切
な
こ
と
は
、
な
る
べ
く
花

粉
を
浴
び
な
い
こ
と
。
屋
外
で
の
作
業
や
外

出
時
に
は
、
衣
服
は
ナ
イ
ロ
ン
素
材
で
花
粉

が
ツ
ル
リ
と
落
ち
る
物
を
選
び
、
家
に
入
る

と
き
は
上
着
や
帽
子
を
脱
ぎ
、
室
内
に
花
粉

を
持
ち
込
ま
な
い
工
夫
が
大
切
で
す
。
こ
れ

は
、
花
粉
症
で
な
い
人
も
家
族
や
職
場
で
花

粉
症
の
人
が
い
る
場
合
は
、
協
力
し
ま
し
ょ

う
。
室
内
ペ
ッ
ト
が
散
歩
か
ら
帰
っ
た
と
き

も
、
体
を
洗
っ
た
り
、
ぬ
れ
タ
オ
ル
で
拭
く

な
ど
、
花
粉
を
落
と
し
て
入
室
す
る
こ
と
も

忘
れ
ず
に
。

　

例
年
、
花
粉
症
で
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い

る
人
は
、
長
期
に
わ
た
り
効
果
が
期
待
で
き

る
免
疫
療
法
や
手
術
療
法
も
検
討
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？　

免
疫
療
法
は
舌
下
免

疫
療
法
が
保
険
適
用
に
な
り
、
3
〜
5
年
か

か
り
ま
す
が
毎
日
、
少
し
ず
つ
花
粉
エ
キ
ス

を
入
れ
る
こ
と
で
花
粉
を
異
物
と
感
じ
な
く

な
る
方
法
で
す
。
手
術
療
法
は
耳
鼻
科
を
受

診
し
て
適
用
に
な
る
か
相
談
し
ま
す
。

　

花
粉
症
の
症
状
が
原
因
で
の
仕
事
の
効
率

低
下
や
事
故
を
防
ぎ
、
不
快
感
を
減
ら
し
て

乗
り
切
り
た
い
で
す
ね
。

花
粉
症

ＪＡ佐久浅間
高原のしずく米部会
部会長

米穀専門委員会委員長

有賀 寛治さん（73 歳）

捨てる前に考える

水

タカラの山

　ぼくの家では、食べ終
わったお菓子箱や牛乳
パック、トイレットペー
パーの芯などを捨てずにとっています。それを弟と
一緒に工作で使っています。牛乳パックを使って恐
竜をつくったり、お菓子箱をかべにして迷路をつ
くったりしています。切れはしもむだにならないよ
うに、耳や歯や目に使っています。
　工作をつくっていると捨てずに使える物がたくさ
んあると感じます。かんたんに捨ててしまうともっ
たいないけれど、ほかに使い道がないか捨てる前に
考えるのが大切です。

　帰国して一番感じた「もったいない」と思うことは、湯舟一杯にためたお湯を1
日で捨ててしまうことです。青年海外協力隊としてウガンダ共和国で2年間暮らし
ていました。バケツ一杯の雨水で全身を洗い、手洗い洗濯で使った水を家畜の飲
み水に使い、乾季の時には遠い水源まで水汲みをしました。「水」が生きる上で
必要不可欠なものだという事を痛感しました。
　大切なものは、失って初めて気づきます。モノが溢れている世界で、心から「もったいない」と感じるこ
とは難しいと思います。私は、世界でいろんな暮らしをしている人がいる、モノが不足している中での「豊
かさ」に出会えたことを発信し続けたいと思います。

　自分で育てた野菜はどんな
に小さくても、曲がっていて
も「もったいない」と思う。
洋服も何年着ていても気に入った物は「もったいな
い」と思ってしまいます。使わないでしまってある
物、積んである物が身の回りにはたくさんありま
す。これも「もったいない」。
　欲しい物は容易に手に入る時代ですが「もったい
ない」と思う気持ちを大切にし、ゴミの山としない
よう、リサイクルやリメイクで再利用していきたい
と思います。

御代田町御代田
荻原 正喜さん（11歳）右側

立科町芦田　須藤 佳奈さん（31歳）右端

小諸市菱平
平川 恵子さん（74歳）

「もったいない」
と思うこと

ＪＡ女性会おすすめの一品
ち

佐久の美味しいお米を大勢の皆さんに広めたい
　ＪＡ高原のしずく米部会は、現在約 70人の部会員で旧
佐久市を中心に活動しています。現在の部会は「高原のし
ずく米」のＪＡ出荷量が 2,000 俵を超えた平成 19年に設
立しました。ＪＡ佐久浅間の特別栽培米として行政などの
協力の下、販売促進会を開くなど、消費者へのＰＲ活動に
力を入れています。また、昨年 12月にはＪＡ食農教
育事業に活用してもらおうと、高原のしずく米を寄贈
しました（右上写真）。
　消費者からの引き合いが多く供給量の確保が課題と
してありますが、ＪＡや部会、行政などと連携を深め
て組織力を存分に発揮し、お客様に喜んで買っていた
だける佐久の美味しいお米を大勢の消費者に届けてま
いります。

春を感じさせる
おやつです。

女性会望月支部
篠原 華子さん

関西風桜餅

材 料 作り方（20 個分）

もち米……………2合
食紅………………少々
棒寒天……………5ｇ
砂糖………………100ｇ
塩…………………少々
練りあん…………400ｇ
片栗粉……………適量

❶もち米に食紅を溶かし入れ、桜色にして一晩おく。
❷寒天を水に浸し、❶にほぐし入れて1ℓの水で炊く。
❸炊き上がったら粗熱を取り、砂糖と塩を入れてよく混ぜ、半ごろしに

つぶす。
❹皿に片栗粉を敷き❸を60ｇ取り、平らに伸ばす。
❺❹の片側に練りあん20ｇを入れ、半分に折り曲げて包む。
※桜の葉と花びらは、春に塩漬けにして保存しておいたものを使います。

半ごろし…ごはんのつぶつぶが残る程度に、半分ぐらい潰したもの。
皆ごろし…ごはんのつぶつぶが無くなるまで潰したもの（餅の状態）。

「うまい米コンテスト」の最終審査
に臨む有賀さん（Ｒ2.12.5・小諸市）



Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間

農
地
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

中
嶋 

信
幸

家
庭
菜
園
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品
種

　

品
種
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
つ
く
る

季
節
に
応
じ
て
品
種
を
選
ぶ
こ
と
で

す
。
ト
ウ
立
ち
し
に
く
い
春
ど
り
用
、

暑
さ
に
強
い
夏
ど
り
用
、
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
収
穫
で
き
る
秋
ど
り
用
と
、
う

ま
く
選
ん
で
作
れ
ば
、
か
な
り
の
期
間

連
続
的
に
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
家
庭
菜
園
で
は
最
も
栽
培
し
や
す

い
秋
ど
り
用
が
お
す
す
め
で
す
。

　

ダ
イ
コ
ン
の
品
種
に
は
、
根
の
上
部

が
緑
に
な
る
青
首
種
と
緑
に
な
ら
な
い

白
首
種
が
あ
り
ま
す
が
、
近
年
は
生
食

に
も
漬
物
に
も
向
い
て
い
る
青
首
種
が

主
流
で
す
。
形
は
長
い
も
の
、
丸
い
も

の
、
先
太
り
、
中
太
り
、
細
い
も
の
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
辛
み
の
強
い
薬
味

用
の
品
種
や
葉
を
食
用
と
す
る
専
用
の

品
種
、
肌
や
中
身
が
緑
や
赤
で
彩
り
の

き
れ
い
な
も
の
、
肌
が
黒
く
辛
い
も

の
、
小
型
で
プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
に
向
く

も
の
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で

い
る
の
で
、
用
途
別
に
選
ん
で
栽
培
し

ま
し
ょ
う
。

畑
の
準
備

　

「
良
い
ダ
イ
コ
ン
は
深
耕
と
精
耕
か

ら
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
耕
土
が
深

く
、
排
水
が
良
い
場
所
が
適
し
て
い
ま

す
。
土
中
に
石
な
ど
の
固
形
物
や
堆
肥

の
固
ま
り
が
あ
る
と
、
伸
び
て
き
た
主

根
が
傷
つ
き
、
こ
れ
を
補
う
側
根
が
太

る
た
め
に
「
ま
た
根
」
や
「
変
形
根
」

に
な
り
や
す
い
の
で
、
土
中
の
異
物
を

取
り
除
き
ま
す
。
種
ま
き
の
約
10
日
前

ま
で
に
炭
苦
土
な
ど
の
石
灰
分
を
ま

き
、
深
耕
し
て
土
を
落
ち
着
か
せ
て
お

き
ま
す
。

　

肥
料
は
全
面
散
布
、
ま
た
は
種
ま
き

後
の
溝
施
肥
と
し
ま
す
。
全
面
散
布
の

場
合
、
元
肥
は
１
㎡
当
た
り
堆
肥
２

㎏
、
化
成
肥
料
１
０
０
ｇ
を
施
し
ま

す
。
種
ま
き
後
の
施
肥
で
あ
れ
ば
、
点

ま
き
し
た
間
に
完
熟
堆
肥
を
一
握
り
、

化
成
肥
料
を
一
つ
ま
み
ま
き
ま
す
。

　

前
年
に
萎
黄
病
が
発
病
し
た
畑
は
、

輪
作
す
る
か
休
栽
し
ま
す
。

種
ま
き

　

夏
秋
ま
き
作
型
は
、
９
月
初
旬
頃
ま

で
に
ま
き
ま
す
。
畝
幅
60
㎝
、
ク
ワ
幅

で
深
さ
６
～
７
㎝
の
ま
き
溝
を
つ
く

り
、
ビ
ン
の
底
な
ど
を
使
っ
て
円
状
に

印
を
付
け
て
、
株
間
25
～
30
㎝
で
１
カ

所
４
～
５
粒
を
点
ま
き
し
ま
す
。

　

嫌
光
性
種
子
の
た
め
、
や
や
深
め
に

覆
土
し
、
ク
ワ
の
背
で
軽
く
押
さ
え
て

土
と
密
着
さ
せ
ま
す
。
乾
燥
を
防
ぐ
た

め
に
切
り
ワ
ラ
や
モ
ミ
殻
を
か
け
、
十

分
に
灌
水
し
ま
す
。 

　

種
ま
き
の
と
き
に
「
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン

５
％
粒
剤
」
を
土
と
混
ぜ
て
お
く
と
、

初
期
の
害
虫
（
キ
ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
、

タ
ネ
バ
エ
、
ネ
キ
リ
ム
シ
類
）
が
防
除

で
き
ま
す
。
早
ま
き
し
過
ぎ
る
と
害
虫

の
被
害
が
大
き
く
な
り
や
す
い
た
め
注

意
し
ま
す
。

　

種
ま
き
後
２
～
３
日
で
発
芽
し
、
10

日
頃
か
ら
本
葉
が
出
始
め
、
次
々
と
葉

を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
発
芽
後
、
地

下
部
で
は
根
が
真
っ
す
ぐ
深
く
伸
び
だ

し
、
20
日
頃
か
ら
肥
大
が
始
ま
り
ま

す
。
種
ま
き
後
、
60
～
70
日
く
ら
い
で

収
穫
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

間
引
き

　

発
芽
後
、
３
回
ほ
ど
間
引
き
し
て

徐
々
に
根
を
太
ら
せ
ま
す
。
１
回
目
は

本
葉
１
～
２
枚
頃
３
本
に
、
２
回
目
は

本
葉
３
枚
頃
２
本
に
、
３
回
目
は
本
葉

５
～
６
枚
頃
１
本
に
し
ま
す
。

　

生
育
が
良
過
ぎ
る
も
の
、
悪
過
ぎ
る

も
の
、
葉
の
色
や
形
が
異
な
る
も
の
、

病
害
虫
の
被
害
に
遭
っ
た
も
の
な
ど
は

抜
き
取
り
ま
す
。

追
肥
・
土
寄
せ

　

３
回
目
の
間
引
き
後
、
化
成
肥
料
を

１
株
当
た
り
６
ｇ
ほ
ど
畝
に
ば
ら
ま

き
、
土
と
混
ぜ
る
よ
う
に
し
て
土
寄
せ

し
ま
す
。
さ
ら
に
半
月
後
、
１
株
当
た

り
10
ｇ
程
度
を
畝
に
ば
ら
ま
き
、
土
と

混
ぜ
る
よ
う
に
し
て
土
寄
せ
し
ま
す
。

畝
は
土
寄
せ
の
た
び
に
高
く
な
る
た

め
、
最
初
か
ら
高
く
せ
ず
に
土
寄
せ
で

き
る
幅
を
と
り
ま
す
。

病
害
虫
防
除

●
害
虫

　

キ
ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
の
成
虫
は
体
全

体
が
黒
く
、
ノ
ミ
の
よ
う
に
跳
ん
で
葉

を
食
べ
、
幼
虫
は
根
部
の
表
面
を
食
害

し
ま
す
。
ヨ
ト
ウ
ム
シ
は
生
育
初
期
に

地
際
か
ら
苗
を
食
い
ち
ぎ
り
ま
す
。
種

ま
き
の
と
き
に
「
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
５
％

粒
剤
」
を
土
壌
混
和
す
る
こ
と
で
被
害

を
軽
減
で
き
ま
す
。

●
ウ
イ
ル
ス
病

　

葉
が
萎
縮
黄
化
し
て
斑
点
が
で
き
、

生
育
不
良
に
な
り
ま
す
。
羽
が
あ
る
ア

ブ
ラ
ム
シ
が
媒
介
す
る
た
め
、
防
虫

ネ
ッ
ト
や
反
射
マ
ル
チ
を
併
用
し
て
早

め
に
防
除
し
ま
す
。

●
萎
黄
病

　

本
葉
３
～
５
枚
頃
の
苗
で
、
し
お
れ

て
い
る
も
の
を
抜
い
て
根
を
切
っ
て
み

る
と
、
導
管
部
が
黄
褐
色
や
黒
褐
色
に

変
わ
っ
て
い
ま
す
。
根
の
肥
大
期
に
下

葉
が
黄
変
し
て
い
る
株
や
下
葉
か
ら
枯

れ
上
が
る
株
な
ど
を
抜
い
て
切
断
し
、

導
管
部
が
褐
色
に
変
色
し
て
い
れ
ば
、

萎
黄
病
を
疑
い
ま
す
。
葉
が
黄
変
小
型

化
し
、
生
育
不
良
に
な
る
の
が
特
徴
で

す
。
早
め
に
抜
き
取
っ
て
畑
の
外
へ
持

ち
出
し
ま
す
。

　

発
病
し
た
圃
場
は
輪
作
す
る
か
抵
抗

性
品
種
を
用
い
、
多
発
圃
場
は
連
作
を

避
け
ま
す
。
被
害
を
繰
り
返
す
と
土
壌

中
の
病
原
菌
密
度
が
高
く
な
り
、
ダ
イ

コ
ン
が
栽
培
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
同

じ
場
所
で
継
続
し
て
栽
培
を
続
け
る
場

合
は
、
土
壌
消
毒
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
防
除
薬
剤
に
は
「
ト
ラ
ペ
ッ
ク
サ

イ
ド
油
剤
」
「
バ
ス
ア
ミ
ド
微
粒
剤
」

が
有
効
で
す
。

収
穫

　

種
ま
き
後
、
70
～
90
日
を
目
安
に
試

し
掘
り
し
ま
す
。
上
方
に
向
か
っ
て
勢

い
よ
く
伸
び
て
い
た
葉
が
開
き
ぎ
み
に

な
り
、
外
葉
が
垂
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
収
穫
適
期
で
す
。
気
温
が
低
下
し
、

凍
結
す
る
前
に
収
穫
を
終
了
し
ま
す
。

　

収
穫
が
遅
れ
て
過
熟
・
老
化
す
る
と

「
す
入
り
」
に
な
り
ま
す
。
す
入
り
は

「
葉
柄
の
す
入
り
」
と
関
係
が
あ
り
ま

す
。
外
か
ら
２
～
３
枚
の
葉
の
葉
柄
を

切
り
、
そ
の
中
心
部
が
す
い
て
い
る
と

「
根
も
す
入
り
」
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

貯
蔵

　

土
中
に
埋
め
て
貯
蔵
す
る
と
、
凍
害

か
ら
守
ら
れ
て
水
分
補
給
が
で
き
る
た

め
、
鮮
度
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す

（
立
て
た
状
態
で
保
存
す
る
）
。

ダイコン
中国から伝来したといわれるアブラナ科の野菜で、春の七草の「す
ずしろ」の名で知られ、古くから広く用いられてきました。
各地で気象や土壌条件に適した品種（地方品種）がつくられ、全国
で栽培面積が最も広い作物です。年間を通じて消費され、キャベツ
やハクサイとともに代表的な秋野菜の一つです。

間引きは子葉の形が良いものを残す第 3 回の最終間引き
のイメージ

葉のす入り

生育初期に子葉が整形のものは根形が良く、
不整なものは根の形も崩れやすい

1カ所に4〜5粒ずつ種まきし、
1 〜 1.5 ㎝の深さに覆土する

径 5 〜 6 ㎝

25 〜 30 ㎝

葉柄の付け根から 2 〜 3 ㎝の所を切ってみる。
す入りが認められると、根もすが入っている

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

夏どり

秋どり

収穫播種

ジュースのビンなどで円形
の印を付けると、種が片寄
らなくてよい



クロスワードクロスワード
Quiz

二重マスの文字を順に並べてできる言葉
は何でしょうか？
答えを下記のあて先までお送りください。

【
俳
句
・
川
柳
ほ
か
】

私
の
一
句

私
の
一
首

煙
り
立
つ
餅
花
担
ぐ
子
供
か
な

Ｓ
・
Ｔ
（
小
諸
市
）

老
夫
婦
火こ
た
つ燵
で
聞
く
や
も
が
り
笛鯉

太
郎
（
佐
久
市
）

槌
の
音
ひ
び
き
て
鏡
餅
開
く

Ｋ
・
Ｓ
（
佐
久
市
）

春
立
つ
や
子
規
の
詩
ゆ
る
り
墨
の
模
写竹

（
東
御
市
）

荒
畑
の
浅
間
颪お
ろ
しに
萱
靡な
び

き

デ
ブ
ジ
（
佐
久
市
）

眠
き
目
で
孫
オ
リ
オ
ン
を
探
し
け
り

花
木
槿
（
佐
久
市
）

寒
暁
の
声
一
つ
な
き
村
の
中

Ｆ
・
Ｆ
（
軽
井
沢
町
）

春
寒
や
ひ
よ
ど
り
つ
が
い
睦
ま
じ
く

Ｋ
・
Ｋ
（
御
代
田
町
）

お
ぼ
ろ
月
あ
か
り
照
ら
す
る
火
見
や
ぐ
ら

ロ
ク
ロ
ク
（
佐
久
市
）

八
十
路
す
ぎ
天
気
予
報
も
我
が
体

ミ
ミ
バ
バ
（
小
諸
市
）

雪
冠
り 

山
茶
花
今
日
は 

く
ち
び
ら
き

昨
日
の
咲
き
待
つ 

春
の
妖
精

田
口
一
葦
（
佐
久
市
）

一
吹
き
の 

風
に
誘
は
れ 

一
歩
き

袖
に
纏
わ
る 

恋
し
梅
の
香

爾
楽
庵
（
佐
久
市
）

孫
か
ら
初
め
て
年
賀
状
が
あ
り
、

と
て
も
う
れ
し
く
成
長
し
た
姿

が
目
に
焼
き
付
き
ま
し
た
。
神
奈
川

県
な
の
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

落
ち
着
い
て
田
舎
に
来
た
時
に
抱
き

し
め
た
い
で
す
。

Ｙ
・
Ｆ
（
御
代
田
町
）

先月号の答えは 

『ユキマツリ』
でした。

昨
年
か
ら
地
区
の
行
事
や
ス
ポ
ー

ツ
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
中
止

に
な
り
ま
し
た
。
新
年
に
な
っ
て
早
々

に
ど
ん
ど
焼
き
が
あ
り
ま
し
た
。
マ

ス
ク
を
し
て
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に

皆
で
元
気
で
、
ど
ん
ど
焼
き
が
出
来

て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。
同
じ
地

区
に
い
て
も
半
年
、
い
や
一
年
も
逢

わ
な
か
っ
た
友
達
と
顔
を
見
ら
れ
た

だ
け
で
も
よ
か
っ
た
。
お
互
い
に
新

型
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
ね
と
、
別
れ
ま
し
た
。

し
い
ち
ゃ
ん
（
東
御
市
）

朝（佐久市）

イルカ（佐久穂町）

寒
さ
と
新
型
コ
ロ
ナ
の
拡
大
で
、

家
の
中
に
い
る
こ
と
が
多
く
な

り
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
回
数
が
増
え

ま
し
た
。
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら

お
菓
子
を
つ
ま
ん
で
い
る
の
で
体
重

が
増
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
運
動
し

な
い
と
…
。

カ
フ
ェ
オ
レ
（
佐
久
市
）

昨
年
初
め
て
長
ネ
ギ
作
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
「
家

庭
菜
園
便
利
帖
」
を
参
考
に
し
て
Ｊ

Ａ
で
ネ
ギ
苗
を
仕
入
れ
ま
し
た
。
病

気
に
も
な
ら
ず
肥
や
し
が
良
く
効
い

て
、
太
く
て
立
派
な
長
ネ
ギ
を
収
穫

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
は

気
を
良
く
し
て
昨
年
の
倍
の
ネ
ギ
苗

を
注
文
す
る
つ
も
り
で
す
。

ご
ま
ち
ゃ
ん
（
東
御
市
）

ピー子ちゃんのママ
（佐久市）

プルーン（御代田町）

お
天
気
が
良
い
日
は
外
で
散
歩
を

し
て
新
型
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い

よ
う
に
体
力
づ
く
り
。
桃
と
柿
の
剪

定
を
し
て
い
な
い
の
で
、
天
気
が
良

く
暖
か
い
日
に
夫
と
二
人
で
協
力
し

て
剪
定
を
し
て
、
今
年
も
大
き
な
美

味
し
い
果
物
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

Ｎ
・
Ｙ
（
御
代
田
町
）

寒
く
な
っ
た
の
で
実
家
か
ら
も

ら
っ
た
白
菜
で
鍋
を
し
て
い
ま

す
。
今
は
鍋
ス
ー
プ
も
た
く
さ
ん
あ

り
、
毎
回
違
う
味
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
！ 

生
野
菜
も
い
い
で
す
が
、
冬
に

い
ろ
い
ろ
な
野
菜
を
煮
て
食
べ
る
の

が
最
高
で
す
ね
！あ

ー
ち
ゃ
ん
（
東
御
市
）

コ
ロ
ナ
禍
で
孫
た
ち
が
来
ら
れ

ず
、
習
い
た
て
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
テ
レ
ビ
電
話
を
や
っ
と
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
も

固
定
電
話
で
娘
に
聞
き
な
が
ら
や
っ

と
で
す
。

リ
ン
の
じ
い
さ
ん
（
佐
久
市
）

佐
久
地
域
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
流
行
し
、
も
う
い
つ
誰

が
な
っ
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

我
が
家
で
は
「
コ
ロ
ナ
に
か
か
ら
な

い
身
体
づ
く
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
睡
眠
、
運

動
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
で
は
知
ら
な
い
道
を
探
検
し
、

い
ろ
い
ろ
な
発
見
を
し
て
い
ま
す
。

歩
き
な
が
ら
話
を
し
て
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

冒
険
少
年
え
っ
!!
（
小
諸
市
）

冬
枯
れ
の
庭
木
に
リ
ン
ゴ
を
刺
し

て
い
ま
す
。
食
べ
物
が
な
い
小

鳥
た
ち
が
つ
い
ば
み
に
来
ま
す
が
、

ど
の
世
界
も
弱
肉
強
食
が
あ
る
よ
う

で
、
大
き
い
鳥
に
追
い
払
わ
れ
て
逃

げ
て
い
ま
す
。
早
く
エ
サ
が
あ
る
春

に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

森
の
ひ
つ
じ
（
小
諸
市
）

ヒヨドリ（佐久市）

すーさん（佐久穂町）

サザンカ（佐久市）

私の一句・一首、クイズの答え
お便り、イラスト・写真など
私の一句・一首、クイズの答え
お便り、イラスト・写真など

①クイズの答え
②身近な情報や出来事
（イラスト・俳句等）
③特集「フォトコンテス
ト入賞作品」について
の感想
④〒・住所・氏名・
　年齢・電話番号・
　ペンネーム

●おハガキに記載された個人情報は、広報誌の編集
およびプレゼント発送等を目的とし、それ以外には
一切利用いたしません。
●お送りいただいたハガキ・イラスト・写真等は返
却いたしません。

63
★クイズ正解者の中から
　抽選で 5 名の方に
  「望月高原ヨーグルト
　  セット 」
　　を差し上げます。

●締切2月19日㈮
　（消印有効）
※ハガキは１人１枚を
　有効とします
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◇◆ヨコのカギ◆◇
①桃の節句に付きもののすし
②体温計であるかどうか確かめます
③理科で学ぶ動物プランクトンの代表格
④難関を○○○して大学に合格した
⑥恥ずかしいときに赤らめます
⑨萩本欽一と坂上二郎のお笑いコンビ、○○○

55 号
⑩乳液や化粧水、パックなどを使って行います
⑪「元気で留守がいい」と言う人も
⑬友人と○○○もない話で盛り上がった
⑭円周率を表すギリシャ文字
⑯アスパラガスやウドは主にこの部分を食べます
◇◆タテのカギ◆◇
②速度違反の交通取り締まりをこう言うことも
⑤仏様の頭の渦巻き
⑦名を捨てて○○を取る
⑧お清めにも使う調味料
⑨円を描くときに使います
⑪人数確認のために○○○を取った
⑫ボビンに巻いてミシンにセットします
⑭クロワッサンやコロネ、マフィンなど
⑮コウゾやミツマタの繊維をすいて作ります
⑯花より団子、色気より○○○なのです
⑰三蔵法師の旅物語。アニメやテレビドラマもあ

りました

応募総数 163 通
●「JAHOO クイズ」当選者
　の発表は、プレゼントの発
　送をもってかえさせていた
　だきます。ご了承ください。
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組合員の皆さまへ
確定申告の時期になりました。昨年、お買い求め
いただいた肥料・農薬および農業資材等につきま
して、お手元にあります納品書を今一度ご確認い
ただき、ご不明な点がございましたらＪＡ各営農
センター、資材店にお問い合わせください。
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休日・夜間緊急連絡先

相談・苦情受付ダイヤル

営業時間外の連絡時にご利用ください
■キャッシュカード・貯金通帳・印鑑の紛失
　　  0120－02－4040
　※受付：月曜～金曜  17時～翌朝8時  土日祝日 24時間
■自動車事故（ＪＡ自動車共済）

　　  0120－258－931 ※受付：24時間365日

当ＪＡ各事業に関する相談・苦情を受付ます
　　  0120－677－882

ジコは   クミアイ

※時間：9～17時 土日祝日を除く

各種相談会のご案内
■相談日（3月）
　 6日㈯ 田口店　13日㈯ 本所
■相談役　ＪＡ長野県信連 社会保険労務士 湯本 久美
■お申し込み　ＪＡ金融窓口または金融部金融企画課
　　　　　　　 TEL 0267-67-0610
■相談日　2月26日㈮ 午後1時30分～午後5時
　場　所　本所2階201
■お申し込み　農家経営支援対策チーム
　TEL 0267-68-1114　FAX 0267-68-1928
　お申し込み締め切り　2月19日㈮　
※開催日、場所等が変更になる場合があります

年
金
相
談

営
農
・
就
農
相
談

果樹・花き栽培アシスタント講習会
受講者募集のご案内

令和 3 年 3 月 1 日㈪より佐久市浅科支所複合施設内
の新店舗にて営業を開始しますのでご案内いたしま
す。

組合員の皆様にご愛顧いただきました㈱農協観光佐久
営業支店は、令和3年 3月 31日㈬をもちまして閉
店させていただくこととなりました。
4 月 1 日㈭以降は弊社長野支店に統合したうえで既
にお申込みいただいているご旅行・ご宿泊の手続きを
はじめ、募集旅行のご案内、地区・常会などのご旅行
の企画提案、各種手配等の業務を行ってまいります。
皆様にはご不便おかけいたしますが何卒ご理解のうえ
引き続きご利用くださいますようお願いいたします。

東京五輪・パラリンピック開催延期に伴い改正され
た祝日の変更につきまして、昨年 12 月の組合員訪
問活動で当ＪＡが配布したカレンダーは製造時期の
都合上、改正内容が反映されていません。ご使用の
際は、ご注意くださいますようお願いいたします。

●令和3年3月1日㈪ からの営業店舗
　佐久市浅科支所内新店舗
　佐久市甲 1359-3  TEL 0267 ー 58 ー 2141
　※ 口座番号およびキャッシュカード等の変更はござい
　　ません。
　※ 共済業務は望月店での取り扱いとなります。

■お問い合わせ
　浅科店　TEL 0267 ー 58 ー 2141

令和3年4月1日㈭以降のお問い合わせ先
㈱農協観光長野支店  TEL 026 ー 224 ー 6100
〒 380-0826
長野県長野市大字南長野北石堂町 1177-3
ＪＡ長野県ビル 1 階
※ 営業時間：平日 9 時〜 17 時 30 分（土・日・祝祭日は休業）

■お問い合わせ
　㈱農協観光佐久営業支店  TEL 0267 ー 66 ー 3951

●祝日改正の内容
「海の日」：7月19日㈪ →7月22日㈭
「山の日」：8月11日㈬ →8月8日㈰ 
　　　　　　　　　　　  8月9日㈪ 振替休日
「スポーツの日」：10月11日㈪→7月23日㈮

共済業務お取扱い店舗変更のお知らせ

監事会報告　1 月 28 日 / 報告事項

①子会社監査役からの諸報告について
②常勤監事からの報告について
③ 12 月内部監査実施状況報告について
④下期店・支所運営委員会について

理事会報告　1 月 28 日開催 / 主な報告事項

①令和２年度事業計画総括について報告しました。
②下期店・支所運営委員会について報告しました。
③不祥事再発防止策の進捗状況について報告しまし

た。
④報告義務解除後の業務改善の取組指針について報

告しました。
⑤令和２年度第３四半期コンプライアンスプログラ

ム取組み状況について報告しました。
⑥令和２年度第３四半期苦情等対応状況について報

告しました。
⑦自主点検結果について報告しました。
⑧有価証券の購入について報告しました。
⑨金融機関貸付について報告しました。
⑩内部監査の実施状況について報告しました。
議決事項
第１号議案　第 22 回通常総代会について
第２号議案　令和３年度固定資産取得計画について
第３号議案　文書取扱規程の改正について
第４号議案　経理規程の改正について
第５号議案　介護休暇規程の改正について

第６号議案　子の看護休暇規程の改正について
第７号議案　信用事業方法書 金銭債権の取得または

譲渡およびこれに付帯する事業の改正について
第８号議案　㈱佐久浅間ライフナー事業の一部廃止

について
第９号議案　令和３年度子会社の事業計画および収

支計画について
　第1号議案から第9号議案について承認しました。

浅科店移転のお知らせ㈱農協観光佐久営業支店閉店のお知らせ

2021 年の祝日変更にかかるカレンダーの標記について

農家のアシスタントとして働きたい方を対象に、作業
に必要な知識と技術を習得するための講習会を開催し
ます。新たに栽培を検討している農業者や就農希望者
も専門的な知識の習得の場としてご活用ください。
●受講内容
　果樹コース（リンゴ等）
　花きコース（カーネーション等）
●日　　程　令和3年4月〜4年1月（予定）　
　　　　　　※各コース10回程度
●会　　場　佐久市内農家の圃場
●受　講　料　無料
●受講資格　全日程受講できる方、農家への個人情報
　　　　　　提供に同意できる方
●申込期限　令和3年2月26日㈮
　※申し込みが少数の場合、中止となる場合があります
　※詳細については、3月に申込者宛てに通知します

■お申し込み・お問い合わせ
　佐久市農政課 TEL 0267 ー 62 ー 3203

当ＪＡでは、組合員やご契約者の皆様の負託に応える
業務対応を目指し、下記の通り取扱い店舗を変更させ
ていただきますので、共済のお手続きは変更後の店舗
にてお願いいたします。

●令和3年3月1日㈪より
　浅科店 TEL 0267 ー 58 ー 2141
　　↓
　望月店 TEL 0267 ー 53 ー 3001
　※ 浅科店でも取次取引を行います。
　※ 共済約款貸付は望月店にてお願いいたします。
　※ 現在ご加入の共済契約につきましてはお手続き不要です。

●令和3年4月1日㈭より
　北大井店 TEL 0267 ー 22 ー 0955
　　↓
　小諸店　 TEL 0267 ー 22 ー 9400
　※ 北大井店でも取次取引を行います。
　※ 共済約款貸付は小諸店にてお願いいたします。
　※ 現在ご加入の共済契約につきましてはお手続き不要です。

■お問い合わせ
　共済部　TEL 0267 ー 67 ー 7534

第 4期（2019 〜 2021 年度）
ＪＡ佐久浅間農業生産振興支援
事業の振込について

品目毎に、専門営農指導員および地域営
農技術員と連携し生産振興・経営支援施
策、主力品目の生産安定、生産拡大、生
産基盤の拡充を図る目的として取り組ん
だ支援事業にかかる助成金を下記の通り
振込いたします。

振込日：令和 3 年 2 月 22 日（月）
※ 明細については、郵送対応させていただ
　きます。

■お問い合わせ
　営農経済部営農企画課
　TEL 0267 ー 68 ー 1117

業務改善命令解除のお知らせ

　平成29年2月9日に長野県知事から受けました「業
務改善命令」が令和 3 年 1 月 22 日に解除されました。
　この間、組合員・ご利用者の皆様にご不便とご心配
をお掛けしましたこと、改めてお詫び申し上げます。
　今後も役職員を挙げて、業務改善に取り組みますと
ともに、コンプライアンスの遵守に努め、組合員・ご
利用者の皆様の信頼にお応えする健全なＪＡづくりに
取り組んでまいります。

佐久浅間農業協同組合
代表理事組合長　浅沼　博
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大豆油インキを使用

農拓
をく

佐久市岩村田佐久市岩村田

佐久市岩村田　

井上 隆太朗さん（28）
日本とオランダの技術を融合し
おいしいイチゴを栽培したい
佐久市岩村田の井上隆太朗さんは4棟のハウスで
イチゴの栽培に取り組んでいます。
農業大学や農業経営大学での学習や研修を受ける
中で、イチゴの栽培に取り組むことを決意。施設
園芸先進国のオランダで約1年間栽培を学び、農
業関連会社に3年間勤務し昨年から独立して就農
しました。
スマートフォンを活用してハウスの温度や湿度を
24時間監視し、環境制御に力を入れています。
「紅ほっぺ」や「天使のいちご」など6品種を栽
培し、イチゴ狩りや直売を行っています。
井上さんは「日本とオランダの技術のハイブリッ
ドで、どれを食べてもおいしいと言ってもらえる
イチゴをつくりたい」と話しています。




